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研究成果の概要： 

 本研究では，国内で行われてきた実験心理学研究に関連した機器や資料の現状の把握，保管

方法の検討及び活用方法に関して検討した。本研究活動の成果として，１）国内の研究機関で

保管されている機器の状態の把握，２）廃棄予定の機器の移設，３）機器・資料のデジタルア

ーカイブ化，４）機器・資料の閲覧方法の検討の４つが挙げられる。これらの成果を通じて，

日本の実験心理学の歴史的資料を残し，伝えるための手法に関する基盤を築いた。 
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１．研究開始当初の背景 

 心理学は我々人間そのものの特性を科学

的手法によりに探究してきた数少ない領域

であり，自然科学や科学哲学の領域において

も注目を集めてきた。心理学の草創期からの

資料や研究発展の経緯，またそれらを支えて

きた実験機器は心理学固有の歴史ではなく，

他領域における諸科学の歴史とも関連を持

っている。しかしながら我が国では医学や哲

学に比べて，学問史に関する関心が高いとは

言えず，研究機器に関する歴史的資料の保存

活動やその制度化に関しては諸外国に比べ
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大きく遅れている。特に心理学研究を支えて

きた古典的な実験機器はその大きさと，操作

可能な知識を持った研究者の減少が災いし，

これらを保有している諸研究機関での保管

状況は悲惨の一言に尽きる。 

 現在，コンピュータの発展による保存メデ

ィアの移行や研究機関の移築に伴い，これら

機器や史料がその価値を見いだされず廃棄

される可能性が危惧されている。心理学が科

学として万人に広く理解され，発展していく

ためにこれまでの研究の経緯や心理学史に

関する資料のアーカイブ化，及び収集・保存

などの制度化が必要であると考えられる。 

 

２．研究の目的 

 第一に，日本国内に存在する心理学に関す

る古典的実験機器の保管状況の把握を目的

とする。保管状況の記録から，機器の情報が

閲覧できるデータベースを作成し，本研究活

動と機器の情報を共に国内の研究者に把握

させる。これらの情報の把握が，古典的実験

機器が価値を理解されないままに廃棄され

ていくことを回避する一端を担うと考えら

れる。第二に，古典的実験機器の収集方法や

管理場所の検討を行う。各研究機関において，

機器の重要性がわかっていながら管理の困

難な機器や，移送の困難な機器の存在が予想

される。その対処法及び保管場所の明確化が，

近い将来，心理学に関する実験機器の展覧会

等を行う際の円滑な方法確立の大きな一歩

となると考えられる。 

 

３．研究の方法 

 様々な学会を通じて国内の研究機関に古

典的実験機器の保存・展示に関する呼びかけ

を行う。呼びかけの方法として，国内におけ

る心理学の諸学会でのポスターによる呼び

かけと，学術雑誌への記載による呼びかけを

予定している。また，協力を得られた研究機

関における古典的実験機器の状態，保管状況

の調査とデータベース作成を行う。これによ

り，国内での古典的実験機器に関するアーカ

イブ化が円滑に行われることになるだろう。 

 従来の古典的実験機器に関する研究計画

では，写真によるアーカイブ化や保存場所な

どに関する調査が主であった。本研究では，

“動的な展示を行う博物館”をめざし，機器

を可能な限り動作可能な状態を保ち，またそ

れらが生み出す現象に関して，だれもが観察

できる施設の基礎を作成することを目指す。

また，これらの機器全てに関して，動作や構

造の把握できる状態でのアーカイブ化を行

い，ｗｅｂ上での動的な閲覧に関して検討す

る。 

 併せて，移送可能であると判断された古典

的実験機器を収束させ，古典的実験機器展示

の移動ミュージアム開催の準備を行う。設置

可能な場所や施設を協議し，実験機器の意義

と効果的に展示できる手段を構築する。これ

により，協力を得られた研究機関への成果報

告と，古典研究機関の枠を越えた本研究活動

のアピール及び機器保管の呼びかけが可能

となる。これらの具体案が形作られ妥当性が

認められることで，今後より大きなプロジェ

クトへの進展が可能となり，サイエンスミュ

ージアム設立や，全国各地での展覧会などの

教育を目的とした古典的実験機器の活用が

円滑に行われることが予想される。 

 

４．研究成果 

 国内主要研究機関において，実験機器の保

管状況に関して調査を行った結果，以下の傾

向がみられた。１）以前より，古典的機器保

存・展示活動を行っていた機関は，広い年代

の多岐にわたる機器を所有している。２）上

記以外の場合，所有していないか，所有して

いても整備されていない機関が多いことが

明らかになった。また，この調査を行ったこ

とによって，廃棄予定だった機器の譲渡依頼

を受け，立教大学へと移送した。 

 これら収集した機器を展示し動作させる

ミュージアムを開催した。このミュージアム

を通じて，高校生や中学生に“ヒトの特性を

測る”とはどのようなことなのかを体験させ

たところ，高い評価を得た。また，ミュージ

アム開催時に，これまで使用用途不明だった



 

 

機器に関する新たな情報を得ることができ

た。 

 機器の使用状況や，先行研究に関するオー

ラルヒストリーの映像を撮影した。これらの

映像及び紙媒体の史料のデジタル化を行い，

PC 上での閲覧に適した方式を検討した。 
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